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持 続 的 森 林 利 用 オ プ シ ョ ン の 評 価 と 将 来 像
第 一 章
1 . 研 究 の 目 的 と 狙 い ( 市 川 ・ 中 静 )
第 二 章 森 林 利 用 の 変 化 と そ の 要 因
2.1 森 林 利 用 の 変 化 と そ の 要 因
2. 1 . 1 ラ ン ビ ル 公 園 周 辺 の 土 地 利 用 変 遷 と そ の 背 景 ( 市 ) 1) 
2. 1. 2 湿 潤 熱 帯 の 低 地 一 山 地 景 観 に お け る 森 林 利 用 の 変 遷 と そ の 要 因 ー キ ナ パ ノ レ 山 と
D e r a makot 商 業 保 護 林 地 域 の 土 地 利 用 変 遷 一 ( 北 山 )
2. l . 3 . 西 部 地 区 に お け る 森 林 利 用 の 歴 史 ( 大 谷 ・ 揚 妻 ・ 揚 妻 一 柳 原 )
P l  
屋 久 島 に お け る 森 林 利 用 の 変 遷 「 価 値 づ け か ら 見 た 屋 久 島 の 人 間 一 森 林 関 係 の 歴 史 J
( 平 野 )
2 .1. 4 . 阿 武 隈 山 地 南 部 で の 森 林 変 化 と そ の 要 因 ( 新 山 ・ 宮 本 ・ 佐 野 )
2. l. 5. マ ト リ ッ ク ス を 用 い た 土 地 利 用 推 移 の 単 位 時 間 変 化 ( 高 田 )
第 三 章 森 林 利 用 の 変 化 が 生 物 多 様 性 に 与 え た 影 響
3.1 森 林 利 用 が 生 物 群 集 に 与 え る 影 響
3. 1 . 1 . サ ラ ワ ク 班 ( 市 岡 )
- サ ラ ワ ク 東 部 に お け る 土 地 利 用 の 履 歴 と 植 物 の 多 様 性 お よ び 繁 殖 共 生 の 特 性
P 1 3  
( 百 瀬 ・ 加 賀 ・ 小 泉 ・ 岸 本 ・ 田 中 ・ 松 本 ・ 市 岡 ・ 中 川 ・ 市 川 ・ 吉 村 ・ 中 静 ・ C h o n g )
・ ボ ル ネ オ 低 地 熱 帯 林 に お け る 森 林 伐 採 が も た ら す 蝶 類 群 集 の 多 様 性 喪 失 効 果 ( 市 岡 )
・ ボ 、ル ネ オ 低 地 熱 帯 林 周 辺 の 土 地 利 用 が 甲 虫 の 多 様 性 に 与 え る 影 響 ( 岸 本 ・ 市 岡 )
- 人 為 的 な 撹 乱 が 上 位 捕 食 者 の コ ロ ニ ー 数 に 及 ぼ す 影 響 ( 松 本 )
マ レ ー シ ア ・ サ ラ ワ ク 州 に お け る 森 林 利 用 が 小 型 日 甫 乳 類 群 集 に 与 え る 影 響 ( 中 川 ・
兵 藤 ・ 箕 口 ・ 中 静 )
・ ボ ノ レ ネ オ 島 の 異 な る 人 為 的 撹 乱 下 の 植 生 に お け る 鳥 類 相 ( 相 原 ・ 百 瀬 ・ T isen)
・ サ ラ ワ ク 東 部 に お け る 森 林 の 利 用 が 多 孔 菌 類 群 集 に 及 ぼ す 影 響 ( 山 下 )
3.1 ユ サ パ 班
・ サパ~HIデ、ラマコットの森林利用が生物群集に与える影響(伊藤 ・ 阿久津 ・ 松林・
長 谷 川 ・ 小 野 口 ・ 清 野 ・ 北 山 )
3. 1. 3 屋 久 島 班
・ 屋 久 島 の 低 地 に お い て 森 林 利 用 が 植 物 多 様 性 に 与 え る 影 響 ( 相 場 ・ 高 官 ・ 野 間 ・ 甲 山 )
・ 屋 久 島 照 葉 樹 林 樹 木 群 集 の 機 能 特 性 ( 甲 山 ・ 相 場 ・ 田 辺 )
・ シ カ 生 息 密 度 の 異 な る 地 域 に お け る 実 生 の 発 芽 ・ 定 着 ( 辻 野 ・ 揚 妻 ・ 揚 妻 -柳 原 )
3. 1. 4. 阿 武 隈 班
・ 森 林 施 業 が 昆 虫 の 多 様 性 に 与 え る 影 響 ( 牧 野 ・ 阿 部 ・ 井 上 ・ 長 谷 川 ・ 後 藤 ・ 漬 口 ・
田 中 ・ 大 河 内 : 1 0 分 )
3.2 生 態 系 機 能 に 与 え る 影 響
3 ユ l 送 粉 系
・ 森 林 の 分 断 化 や 擾 乱 が 、 樹 木 の 繁 殖 に お よ ぼ す 影 響
1  
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(柴田 ・菊地・ 吉丸 ・田中 ・舘野 ・松木 ・井鷺 ・藤森 ・中静他)
-森林断片化がフタパガキ科Shorea/，αxα の繁殖 ・更新過程に与える影響(竹内)
・ボ、ルネオ島の異なる植生に見られるコウモリと植物の相互作用(福田 ・酒井)
3.2.2種子散布系
-異なる伐採強度が噛乳動物の種子散布に与える影響(中島 ・松林)
・過去の森林利用がアコウの繁殖過程に与える影響(大谷)
-ヤマモモの種子散布機能の解明一散布者としてのニホンザルの効果(寺川 ・井鷺 ・松井 ・
野間 ・菊地・ 金谷 ・吉丸 ・湯本)
・ヤマモモの種子散布機能の解明ーヤマモモキバガ(Thiotrichapancratiastis)による散布前種
子捕食- (藤田 ・松井 ・寺川・ 駒井 ・湯本)
-鳥類が生態系機能に果たす役割(東候 ・田中)
3ユ3被食一防衛系
-アリと植物、アリと半麹目昆虫の共生系に及ぼす焼畑の影響(田中 ・山根 ・市岡)
・東南アジア熱帯雨林におけるアリ ・半麹目昆虫 ・植物に関する研究(半田)
-東南アジア熱帯産マダ、ラチョウ類の野外における捕食回避効果(土屋)
-東南アジア熱帯におけるオオパギ属を利用する Arhopala属シジミチョウに関する研究
(大久保)
・東南アジア熱帯におけるオオパギ(胎caranga)属植物の植食者に関する研究(松本)
3.2.4.分解系
・熱帯降雨林における土壌動物と分解系(長谷川 ・伊藤 ・川口)
-熱帯林生態系における土壌微生物群集の組成と機能(和穎 ・潮 ・北山)
第四章生物多様性の変化と生態系サービス
4.1.物質的サービス P42 
-熱帯降雨林における樹木多様性と木材利用の変化(清野 ・武生 ・相場 ・北山)
-森林開発と薪不足の関係一儒節づくりから考える森林の持続的利用一(王)
-サラワク ・シハン社会における森林資源の利用価値 一食物 ・現金収入としての利用に
着目してー (加藤)
-ランピノレヒルズ国立公園周辺におけるイパン族によるキノコの利用(山下)
・デラマコッ ト周辺村落における生物多様性利用(内藤)
4ユ 調節的サービス
・広葉樹二次林における捕食寄生性天敵の多様性と機能(前藤)
・ヤクシマザルによる農作物被害 地域的な話(森野)
・屋久島における森林開発と野生動物による農作物被害の関連(揚妻)
P47 
-屋久島西部林道における拡幅工事計画中止後の利用者アメニティーの変化 一道路開発
を中止したことによる生態系サービスの保全と増進事例として一(揚妻 ・揚妻一柳原 ・
大谷 ・杉浦)
4.3.文化的サービス
・森林地域の観光利用の変遷(馬場) P51 
・ボルネオのフ。ナンの植物知識 ・認識と利用(小泉)
11 
- サ ラ ワ ク 東 部 の 焼 畑 民 イ バ ン に よ る 植 物 や 鳥 の 利 用 お よ び 認 識 の 植 生 間 比 較 ( 百 瀬 ・ 相
原 ・ 加 賀 ・ 小 泉 )
・ 屋 久 島 森 林 施 業 計 画 に み る 地 元 住 民 の 森 林 に 対 す る 要 望 ( 王 ・ 安 部 )
・ 屋 久 島 に お け る 民 間 植 物 利 用 の 変 遷 ( 相 場 ・ 湯 本 )
第 五 章 持 続 的 な 森 林 利 用 ・ 生 物 多 様 性 利 用
5 .1. 地 元 社 会 と 森 林 利 用 P 5 7  
- サ ラ ワ ク ・ イ パ ン の 自 然 資 源 利 用 に つ い て の 制 度 (市 ) 1 ) 
・ 多 様 な 生 物 の 利 用 持 続 性 に お け る 共 同 体 資 源 管 理 の 限 界 と 豊 富 な イ ン ベ ン ト リ ー の 意 義
( 百 瀬 ・ 鴨 井 )
5ユ 国 家 政 策 ・ 国 際 社 会 と 森 林 利 用
- サ ラ ワ ク 州 の 森 林 政 策 と 地 域 社 会 : そ の 悪 評 の 理 由 ( 藤 田 )
・ 生 物 資 源 の 保 全 政 策 と そ の 効 果 ( 大 沼 )
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5. 3 .モ デ ル 、 経 済 、 理 論 P 6 2  
・ 地 域 社 会 に あ る 天 然 資 源 の 持 続 的 利 用 に 資 す る 資 源 関 係 論 の 検 討 ( 王 、 安 部 、 佐 藤 )
・ 合 理 的 選 択 と し て の 非 持 続 的 資 源 利 用 と そ の 処 方 筆 ( 赤 尾 ・ Faロ in)
- サ ノ 吋 | 、 | に お け る 自 然 環 境 機 能 の 経 済 評 価 比 較 と 森 林 政 策 へ の 応 用 (長 谷 川 ・ 三 谷 )
・ 森 林 の 利 用 価 値 と 保 全 ( 森 野 )
第 六 章 森 林 の 持 続 的 利 用 と 生 物 多 様 性 ( 全 体 の ま と め )
業 績 リ ス ト
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